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リンゴ幼木に対するB－ナインの影響について

原　田　良　平・桑　原　　　功

後藤　久太郎・山　家　弘　士

（福島県園試）

1．ま　え　が　き

りソゴは結果横合に達するのが比較的おそく．かつ大

樹になりやすく，省力化に支障をきたしている一つの原

因にもなっている。そこで植物に対してわい化作用のあ

るB－ナイソをリンゴ樹に散布した場合，新梢の伸長，

あるいは花芽の着生にどのように影響するかをみるた

め，リンゴ幼木を使用し，B一ナインの散布濃度，散布

時期，品種間のB－ナイソの感受性あるいは処理部位の

差異と新柄の生育との関係などについて試験したのでそ

の結果を報告する。

2．試験方法および結果

1．散布濃度・散布時期と樹の生育との関係について

1回散布の場合の散布濃度と散布時期を知るため，4

年生「ふじ」10樹を用い，樹単位に2，000ppm．3，00

ppm，4，000ppmを満開後1週間，2週間，3週間にそ

れぞれ散布，および無散布の10区を設けた。散布区はエ

アロールOPlOOppmを加用し，1樹当り2g散布し

た。調査は各区5本の新稗を選び，5月中旬から8月下

旬までは1週間間隔に，および12月に新棉長を測温花

芽の着生は翌春に花芽数を測定した。

新柄長は第1図に示したように無散布区が満開後約50

日まで急激に増加し，その後も徐々に伸長を続けたのに

対し，散布区はいずれも伸長が抑制され．散布後1週間

の調査で無散布区との問に差を生じた。伸長の抑制期間

は70～80日で，この時期の新棉長は愈散布区の40～60％

であった。しかしその後に二次伸長を始め最終的には60

～90％になった。散布区間の差は一次伸長では同一濃度

であれば散布時期が早いほど，また同一散布時期であれ

ば高濃度ほど伸長量が少ない傾向がみられたが，B－ナ

インの影響は散布濃度より散布時期がより大きいように

思われる。二次伸長量は散布時期が早い満開1週間後散

布区が大きかったが，他の散布区間でははっきりした慣

向がみられなかった。

頂芽形成率は2，000ppmの満開後2週間，3週間およ

び3，000ppmの満開後2週間の散布区では55～70％増加

し，2，000ppmの満開1週間，3，000ppmの満開後3週

間散布区が若干増加したが，3，000ppmの満開後1週間

および4，000ppm散布区は無散布区より減少した。

2．処理部位の差異による新稗の生育について

処理部位を異にした場合，新梢の伸長にどのように影

瞥するかをみるため，「レッドキソグ」5年生2樹を用

い，未展菓部散れ新稗の先端塊散れ新稗の下部塊散

布，新棉全体散布および無散布の5区を設け，新婦単位
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約1表　散布濃度・散布時期と花芽の着生状況

試　験　区 頂芽数 扇芽着‾
生　率
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に処理した。散布は満開1後カ月にB－ナイン濃度2，000

ppmにネオェステリン10，000倍を加用し，調査は各区新

棉5本（1樹当り2～3本）を選び，6月から7月まで

1週間間隔，および12月に新婦長を測定した。

五一ナイン散布区は各区とも無散布区に比較して新稗

の伸長が抑制された。散布区の間での抑制度は，全体散

布＞先端塊散布，下部塊全散布＞兼展菓散布となり，散

布面横（菓）の多いほと伸長が抑制された。そして7月

下旬の新棉長の対無散布比は，それぞれ65％．77％，80

％，94％で，それ以後の伸長は各区とも若干みられた

が，対無散布比は先端，下部鳩散布区が若干増したが，

他の区は7月上旬とほとんど同じであった。

3．品種間のB－ナインの感受性について

B－ナイソの品種間の感受性をみるため，4年生の紅

玉，レッドキソグ・デリシャス，ゴールデン・チリシャ
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第3緊　各品種の新柄長

ス．陸奥，ふじの5品種をそれぞれ10樹使用し，1品種

5樹づつ満開後2週間にB一ナイソの3，000ppm1回散

布区，および無散布区を設け，散布区はネオスエテリン

10，000倍を加用した。

調査は各樹新柄5本を選び，5月中旬から7月上旬ま

で10日間隔に新棉長，展英数を測定し，さらに新栴長に

ついては12月に測定した。花芽の着生については翌春に

開花数を測定した。

新桐長は第3図に示したように各品唖とも無散布区は

6月下旬まで急に増加し激，その後もやや緩慢ではある

が伸長を続けたのに対し，散布区は散布後10日の調査で

すでに無散布区に比較して伸長量が少なく明らかに差が

みられ，その後も著しく伸長が抑制されて，7月上旬に

はゴールデソ．陸奥，ふじでは停止状態になった。この

時期の対無散布比は紅玉5495，レッドキソグ55％，ゴ

ールデン，陸奥41％．ふじ40であった。しかし，そ

の後には無散布と同等あるいはそれ以上に伸長の増加が

みられ，最終新稗長は紅玉，レッドキソグ　77％，ゴー

ルデソ　63％，陸奥68％，ふじ　59％であった。B－ナ

インの新柄におよばす影響は　ふじ＞ゴールヂソ，陸

奥＞紅玉　レッドキングのようである。

展菓数はB－ナイン散布区で新梢の伸長が抑制されて

いる期間は，忽散布区より若干少ない傾向がみられる。

頂芽形成率はゴールデソの散布区が無散区より大幅に

増加し，紅玉においても散布区が若干増加の傾向がみら
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第　2表　　各品種における展菓数および花芽着生状況

れたが，レッドキソク，陸奥，ふじではほとんど差がみ

られなかった。なお，ふじ4年生を使用し，参考として低

濃度の回数散布区（1，000ppmを満開後2週間＋10日後

＋10日後の3回散布）を設け，3，000ppm1回散布区の

ふじと新婦長．および花芽の着生について比較したが，

新婦の伸長抑制効果は回数散布区が1回散布区より幾分

劣り，頂芽形成率は参考区が幾分増加した。

以上の結果からリソゴ幼木にB－ナインを散布した場

合，新婦の伸長は抑制され節間長は短かくなる。その程

度は高濃度のものほと，また散布両横が多いほと効果は

大きい。

B－ナインの新選の伸長に対する影響はふじがも最大

きく，ゴールデン，陸奥は中位，紅玉，レッドキソグは

少ない。

新柄の伸長抑制期間はB－ナイソ散布後70～80日程度

で．散布時期が早い場合B－ナインの効力が早い時期に

消滅し．おそくまで伸長を続けるような樹では2次伸長

が旺盛になるので，回数散布が必要である。

花芽の増加は満開後2～3週間の2，000，3．000ppm1

回散布，または低濃度（1，000ppm）の回数散布において

増加する傾向がみられ，品種間では結果樹令に達するの

が早いゴールデン，紅玉において増加する傾向がある。


